








はじめに 

40Hz 反応は,1981 年に R.Galambas4,5)によって初めて報告された,新しい聴性誘発反応で

ある。すなわち,音刺激を 40/秒で与えると刺激後 8～100m-sec にあらわれる誘発電位

は,40Hz正弦波の3～4周期に似た,安定した複合波となり,次のような性質をすでに記載し

ている。1.外科麻酔期に消失する。睡眠が深くなると振輻が小さくなる,2.視覚,触覚刺激

でも同様な電位が得られ,脳は感覚情報処理のためには 30～50Hz の周期的活動が必要かも

しれない,3.蝸牛の聴神経の数と基底板の位置とが刺激音と関係がありそうである,4.反応

域値が聴力正常な成人の純音域値に近いので他覚的聴力検査に応用が可能である。その後,

わが国で多くの追試が試みられ,性質の 1 と 4 は確認されている 1,3,9,10,13,14,24)。新

しい問題は 2 つあり,1 つは反応の起源と,もう一つは乳幼児の反応の特徴である。起源

は,ABR(聴性脳幹反応)と MLR(中間反応)の複合反応のため,脳幹と視床,大脳皮質レベルの

聴覚伝導路に存在すると考えられる 4,5,17,19,20)。ヒト,ネコ,モルモットの実験では,脳

幹の関与については一致しているが,より上位の神経伝導路の関与については異なった報

告がなされている 11,21～23)。 

乳幼児の他覚的聴力検査には,睡眠に影響されるが可能というものと,クリック刺激による

ABR の SN10の方から 5～10dB感度が良いというものや,40/S 刺激は幼児にとって有利とは

ならないというものがある 1,8,12,16)。われわれは,40Hz 反応を 1歳以内の乳幼児を対象

に記録し,同時に,ABR,MLC,SVR(緩反応)も記録し,40Hz 反応の他覚的聴力検査の可能性,起

源,神経学的応用について検討することにした。 


